　　新音楽学部棟建設についての陳情書　
生物多様性を尊重し、愛知芸大新音楽学部棟の今の予定地への
建設は絶対避けてください。県立芸大は計画的補修で経費を安
くし、歴史的文化的価値を継承し、自然環境を保全する道を
選んでください。 
 　
　　理由
　　１.　わざわざ急峻な崖地に多額の工事費をかけて難工事をする無駄、

　　　　　そしてその投資効果の低さと将来への過大な負担

　　２.　豊かな自然を破壊して巨大な建物をこの斜面に作ることは、地球の

　　　　　温暖化につながり、蒸し暑さを強める建物（谷地側に大規模の空調

　　　　　室外機の羅列）は避けて、自然に優しく自然と共生する建物をどう

　　　　　作るべきかが課題　　　　　　　

 　 ３.  全体計画（マスタープラン） がないままでの将来への見切り発

　　　　　車による計画上採算上の危険度増大　　　　

　　４.　法人化前から大学の一部の教授による策謀と、県学事振興課と大
　　　　　学法人がこれまでに重ねてきた膨大な辻褄合わせの現実　　　

　　５.  コストの安い改修増築で十分対応可能
　　６.   現計画を凍結し計画位置の変更による貴重な自然環境の保護　　　

　　７.   県立芸大の健全化と改革による地域社会に開かれた新たな大学を

　　　めざしてほしい
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